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議席配分
(一票の格差)

国会・議会の総席数も、議席配分も、
人口の非線形関係にあるという理論
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立法権を行使し
政府を監督する
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si席を人口piの
選挙区等の下位
単位に配分する

一票の格
差問題

平
等
原
則

政治と金の問題が
あっても議会は必要

人口 p の劣線形関係にある
（James Madison, 1788）

自由に決めてよい（法・政治学）

回帰分析：s ∝ pc, c ≒ 0.4

理論モデル: s ∝ pc, 0≦c<1は定数
（代表の経済）

Taagepera’72, Stigler’76, 
Auriol et al.’12, etc

c = 0: 米国上院・下院 (下
院は1920年代以降)

c = 1/2: Penrose’46, 
Auriol et al.’12, etc

c = 1/3: Taagepera’72

1/3≦c≦5/9: Zhao & 
Peng’20 ([1])

モデルの強
化 ([5])

我々の提案:
s* = p0.4/3

参考：[2]

比例代表 (PR, 各国): si/pi = sj/pj

整数配分法
（Adam’s method, etc）

公理シス
テム研究

PRのための既知divisor法と
公理研究を一般化 ([4])

×

逓減比例 (EU議会): pi ↗⇒ si/pi ↘

固定数 (米国上院): si = sj

Cambridge, 0.5-DPL, 
Power, Parabolic, etc

s* = a + bpcの提案 ([4])

標準席数関数 s* = f(p) を定めてお

いて、f-1(si)/pi = f-1(sj)/pj ([3])

今回の報告

c = 1の特例



https://www.youtube.com/watch?v=pNStwL6czKw

https://www.youtube.com/watch?v=pNStwL6czKw


https://www.youtube.com/watch?v=ZBTSp6HeYKQ

https://www.youtube.com/watch?v=ZBTSp6HeYKQ


世界193ヵ国の人口と国会
規模の回帰分析結果（[5]）



1人の価値の計算と議席の配分

平等原則：1人の価値が同じでなければならない。

• 既存解釈（比例代表）：1人の価値とは s/p である。

• 我々：計算式 s/p は間違っている（小選挙区に不利）

例：R4年衆議院選挙（cを0.4と仮定した場合）

（法改正前）最大格差 ＝ 東京：佐賀 ＝ 31倍

（法改正後）最大格差 ＝ 東京：和歌山 ＝ 57倍

• 正しい計算法：人口 p から標準席数 s* を計算する式

s* = f(p) を定めると、1人の価値 w ＝ f-1(s)/p

例：f(p) ∝ pc ⇒ w ∝ (s/pc)1/c ⇒ 平等 ⇔

※ 比例代表の式 s/p は暗黙に（見られない関係である）

c=1を想定しており、一般に正しくない ([3])。

各国の比較
（補正後）

各国の比較
（比例）
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ケーススタディ：欧州議会

⚫ 逓減比例（劣線形代表）
⚫ 最小６、最大９６、総数未定（上下限あり）
⚫ 具体案がなく、提案を検討して政治決定に
⚫ 我々の提案：Lyu and Zhao’23 ([4])
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